



































































































大学生 22名（男 11・女 11,20.0± 0.69歳）が本実験に参加した。全員が正常な聴力を有していた。
参加者には，約 45分間の実験の説t礼として QUOカード 1000円相当を実験終了後に与えることがあ
らかじめ教示されていた。実験の実施前に，実験手続きおよび個人情報の保護について説明を行い，
参加者は実験前と実験後それぞれに，実験の内容が記された参加同意書に署名した。











感情状態は， Russellet al. (1989）のアフェクト ・グリッドに基づいて，音源を聞き終わった後にどの
ように感じたかを評定するように求めた。音源聴取中に，心理生理学実験システム iMotions6.4 
(iMotions社製， Copenhagen,Denmark）と参加者の非利き手に装着した無線センサー Shimmer3
















くぞくした」「涙が出た」「興奮した」の 5項目，および3 「時間感覚がなくなったj 「その他（自由記
述） j から複数回答で答えた。
2. 3.刺激
本実験に用いる音源は， Cubase8.5 64bitで作成した。音源は， HALION SONIC SE2のReed&Pipe
Organを用いて収録した。音源は，ステレオスピーカーCREATIVEGIGAWORKS T20 SERIES I 
を用いて再生した。参加者の正面にはディスプレイを置き，注視点が表示できるようにした（図 1）。
様式6
申請先学部 人間科学部 採択番号 No.10
図1 実験室環境 （参加者は写真手前の席に座った）
音源の開始で驚博反応が出ないよ うにするために，音源の直前2秒間は無音で注視点を表示し，そ
の後 15秒の音源を流した。 和音系列が終わった後の 5秒間は無音とした。この 22秒間，常に画面中
央に注視点が表示された。
音源は， 5つの和音 （各 3秒）から成るものを，協和音と不協和音を変えて 6種類を作成した（図
2）。図では，不協和音に下線を付した。全ての和音は4声部で構成し，最初の和音は主和音とした。
音源は第 1セッションにおいて，調を変えて 3回提示した。調は図 2と同じもの（ハ長調），半音
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仮説 1（緊張が生じなければ感動が生じなし、）を検証するためには，緊張の有無を統制すればよい。











く長さを統制すればよい。音源 12 5 6を比較したときに，緊張の緩和の前にある不協和音の長さの
順に，音源 2,6, 5, 1の順で感動評定値に逆 U字の傾向が見られれば立証される。ただし今回は，不
協和音の長さを 4以上にできないため，逆 U字の最大値となる点が 4以上の長さであるならば完全
には立証できないが，増加傾向が見られた場合に追加検証を行うこととする。
なお，上記の不協和音には古典和声における「七の和音」を割り当て，協和音には 「三和音」を割
り当てた。協和音と不協和音が統制できていることを確認するために， Cook& Fujisawa (2006）およ
び藤津・クック（2006）により ，6倍音まで含んだ不協和度を計算した （図3）。用いた全ての和音の
不協和度のうちで最大値と最小値の平均値（0.521，図 3の破線）を境界とすると，これより上が協和


















































各音源について，質問紙を用いて， 感動評定値 アフェク ト・グリッド， および緊張度（緊張の高
さ） の変化を記録した。アフェク ト・グリッドからは，覚醒度および感情価を，それぞれ 1～9の 9
段階で数値化した。緊張度変化は 「とても高まった （＋2)J「やや高まった（＋1) J「変化しなかった
(0) J「やや和らいだ （－1)J「とても和らいだ （－2）」 として，－2～＋2の5段階で数値化した。








を検討する。図 4は，音源 1～6における緊張度変化の 2回ずつの評定値を，平均した値を表してい
る。なお，図中では，基準音である第 1和音を 「基J，協和音を「。J(consonant），不協和音を「⑬J





音源 3,4では， 0（変化なし）よりも有意に高かった （pく.001）ため，緊張の緩和は起こっていな
いと言える。
以上をもって，不協和度を用いた緊張度の緩和の統制は成功していたと言える。


















第 1セッショ ンにおける感動評定値を，1～6の各音棟、について参加者ごとに 3回の試行を平均し
たものを 「平均感動評定値」とした（図 5）。音源 1と音源 2を比較すると， 音源 1く音源 2(p=.027) 
となった。音源 1と音源 3を比較すると，音源 3く音源 1(p<.001）となった。音源 1と音源 4を比





















最後の和音が協和音である音源 1,2, 5, 6を，含まれる不協和音の数の少ない順に並べたものを，
図 6に示す。音源 2,6, 5, 1の順に，含まれる不協和音の数が 0,l, 2, 3個となっている。平均感




























第 1セッションにおける覚醒度および感情価を， 1～6の各音棟、について参加者ごとに 3回の試行
を平均したものを「平均覚醒度」「平均感情価」とした（図 7，図 8）。 平均感情価の平均に関 して，







































































































図 9，図 10より，和音 2の開始直後に着目すると， 音源 3で、は皮！曹コンダクタンスが高い状態が
続いているが，他の音源では全て下降している。和音 1から和音 2に変わった瞬間の主観的な緊張度
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